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第 20 回国際情報オリンピック （IOI 2008） エジプト大会 
日本選手 4 人全員メダル受賞！ 
保坂君 金メダル 副島君 銀メダル 松元君・滝聞君 銅メダル  

 

左から 松元叡一 君、滝聞太基 君、保坂和宏 君、副島真 君 

 
ＩOI２００８ 日本代表選手の成績 

金メダル 保坂和宏 開成高等学校 ２年 東京都 

銀メダル 副島 真 筑波大学附属駒場高等学校 ２年 東京都 

銅メダル 松元叡一 筑波大学附属駒場高等学校 ３年 東京都 

銅メダル 滝聞太基 筑波大学附属駒場高等学校 ２年 東京都 

 

表彰式にて （左から 原副団長、副島君、渡部随行員、松元君、 
       秋葉随行員、保坂君、福澤随行員、滝聞君、谷団長） 
 

  

No.６ 
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ＩＯＩ２００８ 日本選手団 スケジュール 

 8 月 15 日（金）  派遣直前合宿・壮行会  成田エアポートレストハウス 

 8 月 16 日（土）  日本出発  15:30 成田発 MS965  23:07 カイロ着 

 8 月 17 日（日）  開会式・プラクティス 

 開会式は予定スケジュールから大幅に遅れ（11:00 
 ～13:00）、昼食後に競技環境・競技手続きに慣れる 

 ためのプラクティス(14:30～16:30）が行われました 

 8 月 18 日（月）  試験第１日 
 試験(予定 9:00～14:00 より開始遅延) 

 夜はナイル川クルーズ 

 8 月 19 日（火）  観光  ピラミッド・スフィンクス観光 

 8 月 20 日（水）  試験第２日  試験(予定 9:00～14:00) 

 8 月 21 日（木）  表彰式  昼はレクレーション、夜に表彰式 

 8 月 22 日（金）  観光  ビーチへ遠出 

 8 月 23 日（土）  エジプト出発  19:15 カイロ国際空港発 MS962 

 8 月 24 日（日）  帰国 
 12:45 関西空港着 MS962 

 16:50 羽田空港着 SFJ26 

 8 月 25 日（月）  表敬訪問 
 10:00 文部科学省 

 12:00 株式会社 NTT データ 

ＩＯＩエジプト大会へ参加した日本選手団は、帰国翌日の 8月 25 日午前 10 時、文部科学省に鈴木恒夫

文部科学大臣を表敬訪問しました。選手を代表して保坂君が参加報告を行いました。4 選手全員が大臣表

彰され、記念品が贈呈されました。その後、大臣から選手に本が贈られ、ＩＯＩに参加した感想などにつ

いて和やかに懇談が行われました。 

記念撮影 （文部科学省にて） 
左から： 滝聞君、保坂君、鈴木文部科学大臣、副島君、松元君 

鈴木文部科学大臣を表敬訪問 
 

 
エジプト大会スケジュール 
 

本の贈呈 

 

 

 

  

 

 
↑ 賞状授与 

 
大臣と談笑 → 
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 写真で綴るエジプト大会 
 

8 月 17 日 初日の朝食 

お約束の人文字 「IOI」 

8 月 17 日 
プラクティス （実機練習） 

表彰式にて（エジプトらしい民族舞踏） 

8 月 18 日 夜のナイル川クルーズ 

8 月 19 日 観光（ピラミッド、スフィンクス） 

8 月 22 日 
スウェーデンのリーダーと談笑 

カザフスタンの選手達と 

8 月 22 日 ビーチにて 

 

 
会場（Mubarak City of Education）

の周りは一面の砂漠 

 

  

 

  
 

  

 

8 月 18 日・20 日 
試験後に配布された解答

のチェック 
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選手・役員の感想から 

谷 聖一 団長 

『金１個，銀１個，銅２個と初めて全員がメダルを獲得することができました．エジプトの魅力を

参加者に紹介するためか競技以外のスケジュールは非常にタイトなものでした．そのような過酷な

条件の中で，選手はよく頑張ってくれたと思います．選手の頑張りに感謝します．また，情報オリ

ンピック日本委員会の活動を支援してくださる皆様に，この場を借りてお礼を申し上げます．』 

原 正雄 副団長 

 『問題は去年よりさらに難しくなり，プログラムの時間制限も厳しくなった反面，運営面では時間

に甘く，予定がキャンセルされたり大幅に遅れたりすることもありました．そんな中で全員がメダ

ルをとれたことにピラミッド・スフィンクス見物以上に感動しています．選手の皆さんの頑張りと

谷団長のリーダーシップ，若い随行員の皆さんに感謝したいと思います．』 

福澤 太 随行員 

 『今年は例年に比べより難しい問題であり，灼熱の環境の中，日本初の４人全員メダルを獲得でき，

すばらしい結果であったと思います．選手の皆さん本当によくがんばりました．お疲れ様でした．』 

秋葉 拓哉 随行員 

   『生徒たちはみなベストを尽くしたと思います．みんなメダルをとることができて本当に良かった

です．』 

渡部 正樹 随行員 

   『翻訳が夜遅かったり観光が暑かったりといろいろ疲れました．今回リーダー側として色々と新し

い経験ができて良かったです．』 

副島 真 君 

 『国際情報オリンピック(IOI)の練習をして，来年までに

は金メダルをとれるようになりたいです．』 

滝聞 太基 君 

 『閉会式で銅メダルが貰えたりすごいバレエを見たりで

きてよかったです．』 

保坂 和宏 君 

 『小さな部分点の積み重ねでギリギリでしたが金メダル

をとれてとてもうれしかったです．』 

松元 叡一 君 

 『メダルをとることができて一安心するとともに自分の

実力不足や IOI の厳しさを感じさせられました．』 
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夏季セミナー  

第 2 回アジア太平洋情報オリンピック 
 アジア太平洋地域の地域大会として第２回アジア太平洋情報オリンピック（APIO, Asia-Pacific 

Informatics Olympiad）が 5 月 10 日（土）にインターネット上で開催されました。13 ヶ国・地域が参加し、日

本からは 50 名が東京ほか全国 8 会場で参加しました。各国参加者のうちの成績上位 6 名だけが代表選

手と見なされます。以下の 6 名が日本代表選手として優秀な成績を収めました。  

銀メダル  副島  真 筑波大学附属駒場高等学校 ２年 東京都 

銀メダル  松元 叡一 筑波大学附属駒場高等学校 ３年 東京都 

銀メダル  矢藤 康祐 広島学院高等学校 ３年 広島県 

優秀賞  安藤 翔平 久留米工業高等専門学校 ３年 福岡県 

優秀賞  田原 拓樹 筑波大学附属駒場高等学校 ２年 東京都 

優秀賞  保坂 和宏 開成高等学校 ２年 東京都 

（同賞内では氏名の五十音順。学年は2008 年 5月現在） 

北内啓先生(㈱ＮＴＴデータ)の講義 『コンピュータでテキ

ストを扱う ～テキスト処理のための基礎技術～』 

谷聖一先生（日本大学）の講義 『Kolmogorov 記述量入門』 

５グループに分かれてセミナー 
参加者とチューターたち 

 

  

   最終日のプレゼン 

 8 月 25 日（月）～28 日（木）に株式会社ＮＴＴデータ駒場研修センターセンターにおいて夏季セミナー

を実施しました。21 人の参加者が、講義の聴講、5 つのグループに分かれてテキストを自主勉強し、その

成果を最終日に発表しました。 
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第２１回国際情報オリンピックは２００９年 （時期未定） にブルガリアで開催される予定です。日本代表選手候補を選

抜する第８回日本情報オリンピック （JOI2008-2009） は以下のように開催されます。本選の成績優秀者 （A ランク約

15 名） は春のトレーニング合宿に招待されて選手選抜テストに参加できます。また、成績優秀者には下記のような大

学入試に関する特典があります。奮って応募してください。 
  応募資格 ： 次の２つの条件を満たす者：  

1. 2009 年 2 月 8 日（日）の日本情報オリンピック本選開催時点で、高等学校相当またはそれ以下の学校に在学し、学年が高

等学校２年以下（中等教育学校や高等専門学校などの在校生は高等学校２年に相当する学年以下）であること。  

2. 生年月日が 1989 年 4 月 2 日以降であること。  

予   選 ： 2008 年 12 月 14 日（日） 13:00～16:00。ウェブ上で申し込みができ、在宅受験ができます。 

本   選  ： 2009 年 2 月 7 日（土）～8 日（日）に、東京の会場（国立オリンピック記念青少年総合センターの予定）で実

施します。7 日夜に行われる参加者交流のための懇親会や7 日夜の宿泊は無料です。参加者には規定に従って

交通費を支給します。 

試験内容 ： 与えられた問題を解くために、プログラムを書き、実行して正しい答を出力させます。高校生レベルまでの数学と

プログラミングの知識が必要です。予選ではプログラミング言語の種類を問いませんが、本選では C/C++と Java

だけが使えます。合宿で使えるプログラミング言語は C/C++ だけです。 

受 験 料 ： 無料です。 

申込方法 ： 情報オリンピック日本委員会のウェブサイト http://www.ioi-jp.org/ で受験申し込みの登録を

してください。予選開始の 2 日前（12 月 12 日 24:00）まで受け付けます。 

結果発表 ： 各試験実施後、本人に電子メールで通知します。 

特典  ： 予選や本選の成績優秀者には以下の特典があります。 

・早稲田大学理工学部 特選入試受験資格 ・・・ 本選 A ランク者 

・慶應義塾大学総合政策学部・環境情報学部 AO 入試 1 次選考免除 ・・・ 本選 A ランク者 

・立命館大学生命科学部 AO 入試出願資格 ・・・ 本選 A ランク者  

・筑波大学情報学群（情報科学類・情報メディア創成学類）国際科学オリンピック特別選抜出願資格 ・・・ 本選 A ランク者  

・予選の成績優秀者への特典がある大学： 中央大学理工学部数学科自己推薦入試応募資格、東洋大学総合情報学部学校 

 推薦入試 B パターン方式で総合問題（ペーパテスト）免除、東京女子大学現代教養学部 AO 入試 2 次選考小論文免除、東邦 

 大学理学部各学科への AO 入試 1 次選考免除  

 

 

第８日本情報オリンピック（JOI2008-2009）は文部科学省の平成20年度

「学びんピック認定大会」に認定されています。 
 http://manabinpick.mext.go.jp/index2.asp 

No.6  2008 年 9 月 1 日発行 

編集・発行 

（NPO 法人）情報オリンピック日本委員会 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 7-26-37-2D 

TEL: 03-5272-9794 （FAX: 03-5272-9791） 

E-mail: info@ioi-jp.org 

http://www.ioi-jp.org/ 

 情報オリンピック 
通通信信 

協賛・後援・協力事業 
 情報オリンピック日本委員会の活動は、独立行政法人科学技術振興機構および協賛各社のご支援をい

ただいています。また、文部科学省、情報処理学会、日本ソフトウェア科学会、電子情報通信学会、日本教

育工学会、教育システム情報学会、独立行政法人国立高等専門学校機構、全国高等学校長協会、社団法

人全国工業高等学校長協会ほかからご後援をいただいています。 

 また、株式会社ＮＴＴデータの子供向けホームページ『ＩＴなるほど委員会』や富士通株式会社の子供向け

ホームページ『富士通キッズ：夢をかたちに』の製作協力や、「富士通キッズイベント 2008 夢をかたちにする

しくみ」の共同開催を行いました。 

第８回日本情報オリンピック参加者 受付中 

 
 

    株式会社ＮＴＴデータ        富士通株式会社      日本大学文理学部 
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